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2024年5月12日
ねん がつ にち

主の昇天の主日
しゅ しょうてん しゅじつ

菊地功大司教 メッセージ
きく ち いさおだい し きょう

頼りにしていたリーダーを突然暴力的に奪われ、絶望に支配されていた弟子たちにとっ
たよ とつぜんぼうりょくてき うば ぜつぼう し はい で し

て、復活された主との再会は、新たな希望を生み出しました。使徒言行録は、使徒たち
ふっかつ しゅ さいかい あら き ぼう う だ し と げんこうろく し と

に芽生えたその希望を、「イスラエルのために国を建て直してくださるのは、この時です
め ば き ぼう くに た なお とき

か」という問いかけで明らかにしています。
と あき

復活されたイエスは、弟子たちの、いわば現世的な望みに答えるのではなく、復活の命
ふっかつ で し げん せ てき のぞ こた ふっかつ いのち

に生かされ希望に生きるものへ、新たな道を指し示します。
い き ぼう い あら みち さ しめ

マルコ福音は、「全世界に行って、すべての造られたものに福音を宣べ伝えなさい」とい
ふくいん ぜん せ かい い つく ふくいん の つた

う、復活された主による宣教命令を記しています。同様に主の昇天の模様を詳しく伝
ふっかつ しゅ せんきょうめいれい しる どうよう しゅ しょうてん も よう くわ つた

える使徒言行録も、「地の果てに至るまで、わたしの証人となる」という主の弟子たち
し と げんこうろく ち は いた しょうにん しゅ で し

に対する言葉を記し、昇天された主が、宣教命令を残されたことを明示しています。
たい こと ば しる しょうてん しゅ せんきょうめいれい のこ めい じ

新たな命によって生かされる希望の道は、福音を世界の隅々にまで伝える道です。自
あら いのち い き ぼう みち ふくいん せ かい すみずみ つた みち みずか

らが創造された愛すべき命が、すべからく救いに与ることを望まれる御父は、主の復活
そうぞう あい いのち すく あずか のぞ おんちち しゅ ふっかつ

に与るわたしたちがそのために働くことを望んでおられます。この世界にあって、キ
あずか はたら のぞ せ かい

リスト者であるわたしたちには、福音を告げしらせ、命の希望の灯火をともしていく務
しゃ ふくいん つ いのち き ぼう ともし び つと

めがあります。教会に与えられた、福音宣教の命令は、すなわちわたしたち一人ひと
きょうかい あた ふくいんせんきょう めいれい ひと り

りに与えられた使命です。
あた し めい

第二バチカン公会議の「教会の宣教活動に関する教令」は「教会の使命は、キリス
だい に こうかい ぎ きょうかい せんきょうかつどう かん きょうれい きょうかい し めい

トの命令に従い、聖霊の恵みと愛に動かされて、すべての人と⺠族の前に完全に現存す
めいれい したが せいれい めぐ あい うご ひと みんぞく まえ かんぜん げんそん

るものとなるとき、初めて遂行される」と記し、さらに「キリストが神の国の到来のし
はじ すいこう しる かみ くに とうらい

るしとして、あらゆる病気や患いをいやしながら町や村を残らず巡ったように、教会
びょう き わずら まち むら のこ めぐ きょうかい

もまた、その子らを通して、どのような状 況にあるとしても、人々とくに貧しい人や苦
こ とお じょうきょう ひとびと まず ひと くる

しんでいる人と結ばれ、彼らのために喜んで自分を差し出す」（12）と、福音をあかし
ひと むす かれ よろこ じ ぶん さ だ ふくいん
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することの意味を教えています。
い み おし

パウロは教会がキリストの一つの体において一致していることの重要性をエフェソの
きょうかい ひと からだ いっ ち じゅうようせい

教会への手紙に記し、「わたしたちひとり一人に、キリストの賜物のはかりに従って、恵
きょうかい て がみ しる ひと り たまもの したが めぐ

みが与えられています」と、その霊的な一致は賜物の多様性のうちにあることを明示し
あた れいてき いっ ち たまもの た ようせい めい じ

ています。

教会憲章の第32項に、「聖なる教会は、神の制定によって、みごとな多様性をもって組織
きょうかいけんしょう だい こう せい きょうかい かみ せいてい た ようせい そ しき

され統治されている。・・・教会の中では、すべての人が同じ道を進んでいるわけでは
とう ち きょうかい なか ひと おな みち すす

ないが、しかしすべての人が聖性に招かれ、神の義によって、信仰を同等に分け与えら
ひと ひじりせい まね かみ ぎ しんこう どうとう わ あた

れているのである。・・・こうして、多様性の中にあって、すべての人がキリストのから
た ようせい なか ひと

だにおける優れた一致についてあかしを立てる」と記されています。
すぐ いっ ち た しる

わたしが20年ほど前に、初めて新潟の司教の任命を教皇様からいただいたとき選んだ
ねん まえ はじ にいがた し きょう にんめい きょうこうさま えら

司教 職のモットーは、ここからとられています。わたしは「多様性における一致」を、
し きょうしょく た ようせい いっ ち

この20年間、司教 職のモットーとしてきました。
ねんかん し きょうしょく

いま教会はシノドスの道を歩んでいますが、まさしく今ほど「多様性における一致」が
きょうかい みち あゆ いま た ようせい いっ ち

重要なときはありません。聖霊の導きに耳を塞いだままでいるのか、聖霊の導きに身
じゅうよう せいれい みちび みみ ふさ せいれい みちび み

を任せようとするのか、それぞれの決断が、福音の証し人となるために必要です。
まか けつだん ふくいん あか ひと ひつよう


